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栃木県県北家畜保健衛生所  

       

兵庫県の死亡野鳥における高病原性 
鳥インフルエンザウイルス陽性について 

平成 30 年３月１日に兵庫県伊丹市で回収された死亡野鳥（ハシブトガラス５羽）から、

３月６日、高病原性鳥インフルエンザウイルス（Ｈ５Ｎ６亜型）が検出されました。 

更に、現在、３月２～６日に付近で回収されたハシブトガラス 15 羽（簡易検査陽性）、

２月 18 日に北海道様似町で回収されたマガン１羽、２月 21 日に熊本県天草市で回収され

たハシブトガラス１羽（いずれも簡易検査陰性、遺伝子検査陽性）について確定検査が行わ

れています。 

春が近づき、渡り鳥の移動に伴いウイルスの動きがあると考えられます。 

改めて、農場での消毒、野鳥侵入防止対策等、防疫対策の再徹底をお願いします。 
 

 
 

 

 

 

 

☆飼養する家きんに異常が認められた場合は、直ぐに、かかりつけの獣医師又は 

家畜保健衛生所へ連絡してください。 
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・防鳥ネットの破れや鶏舎の破損等は直ぐに補修し、野鳥等の野生動物の侵入防止対策

を徹底してください。 

・飼養衛生管理区域及び鶏舎出入口での消毒を徹底してください。 
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